
８ 防災行政 
 
（１）防災訓練の実施 
      市町村、防災関係機関と連携し、以下の訓練を実施した。 
   ア 豪雨災害対応防災訓練（６月９日） 
   イ 総合防災訓練（９月３日） 
       

（２）大規模地震対策の推進 
   岐阜県強靱化計画に基づく地震防災施策の実施計画として位置付け・整理し、平成 28 年 3 月

に「第三期岐阜県地震防災行動計画（平成 28 年度～31 年度）」を策定した。「自助・共助・

公助」の考えのもとに、県民、事業者、市町村及び県が、それぞれの役割と責務を着実に果た

していくものとしており、以下の事業を実施。 
また、平成 28 年の熊本地震を受け、平成 28 年 8 月に「平成 28 年熊本地震を踏まえた防災対

策の強化について」をとりまとめ、ここで整理された課題に基づき、地震防災対策の強化を図

るため、行動計画に新たな施策を追加するなどし、第三期行動計画を平成 29 年 3 月に改訂した。 

  ア 防災タウンミーティングの実施 

    新規事業として、県内各地域で、風水害や地震をテーマに、地域の特性に応じた講演やワー 

クショップ等により、地域の防災を学ぶ住民参加型の普及啓発事業「防災タウンミーティン 

グ」を開催。平成 28 年 7 月～平成 28 年 1 月に県内 10 カ所で実施。参加者約 1,800 人。 

   イ 啓発活動の実施 

    「災害から命を守る岐阜県民運動」として、県民一人ひとりの「災害から命を守る」自助意

識の高揚を図る防災啓発キャンペーンを実施。 

    シェイクアウト訓練を実施するとともに、地震体験車を各種イベントやＰＲに積極的に活

用。 

    広域防災センターにおいては、煙、消火器、地震などの各種体験、パネル展示等を通じて、

防災知識の普及向上に努める。 
       地震体験車利用状況（過去 5年の利用状況） 

区   分  H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度※ 

利用者数（人）   19,863 17,991 25,614 17,056 12,179 

※平成 28 年 11 月 22 日～平成 29 年 2 月 22 日地震体験車修理期間 

 
（３）地域防災力の強化 
      実際に災害対応を行う岐阜県と高度教育機能・研究機能を持つ岐阜大学が共同して、防災・減

災にかかる実践的なシンクタンク機能を担う「清流の国ぎふ 防災・減災センター」を岐阜大

学内に設置し、人材育成・普及啓発、技術支援、調査研究により地域防災力の強化を図ってい

る。 

  ○防災人材育成の主な取り組み 

  ア 清流の国ぎふ防災リーダー育成講座の実施 
    防災に関する専門的知識を習得し、将来、地域の防災リーダーとして活躍することが期待で

きる人材の育成を目的とするのべ４日間の講座を開催（平成 27 年度は岐阜会場と高山会場の

２カ所で開催。平成 28 年度は岐阜会場にて、平日コースと日曜コースを開催）。 

清流の国ぎふ防災リーダー認定者（講座修了者）H27 年度 119 人 

                      H28 年度 176 人 

 
 



 イ 災害図上訓練指導者養成研修の実施 
        地域の防災活動に取り組む住民や行政職員等を対象に、風水害から適切に避難する方法や地

震の被害を軽減するための日頃の備えと地域の防災活動の重要性などを学ぶ、災害図上訓練

の指導者を養成するための研修を実施。 

年度 風水害編 地震編 参加者計 

実施箇所数 参加者数 実施箇所数 参加者数 

H27 ２カ所 218 人 ２カ所 129 人 347 人 

H28 ２カ所 263 人 ６カ所 63 人 326 人 

 

  ウ 避難所運営指導者養成研修の実施 

    地域の防災活動に取り組む住民や行政職員等を対象に、大規模地震発生時の避難所で起こる

様々な出来事にどのように対応していくかを模擬体験する避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を通

して、避難所の運営方法を学ぶ研修を実施。 

年度 実施箇所数 参加者数 

H27 ５カ所 220 人 

H28 ６カ所 376 人 

 

 

 


